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くすみの原因に多角的に働きかける処方となってい
る。　
　さらに、美白アイテムの種類も多様化している。
ミストタイプやスティックタイプなど、使いやすさ
を重視したアイテムが増え、複数アイテムを組み合
わせて使用する傾向が強まっている。また、店頭で
の通年陳列が進んだことで、美白ケアが特定の季節
に限らず日常的なスキンケアの一環として定着して
いる。特に、顔だけでなく全身のホワイトニングケ
アへの関心が高まり、ボディクリームやハンドクリ
ームといったアイテムの売れ行きも好調で、美白市
場のさらなる拡大を後押ししている。

（掲載企業＝岩瀬コスファ、日光ケミカルズ、一丸
ファルコス、味の素、木村産業、池田物産、サティ
ス製薬、山川貿易）

　スキンケア市場における美白スキンケアの割合
は24.4%に達し、前年比105.9%と市場全体（103.1%
増）を上回る成長を遂げている。美白スキンケアの
主要成分別販売構成を見ると、「ビタミンC誘導体」

（31.7%）、「ナイアシンアミド」（15.3%）、「トラネキ
サム酸」（15.0%）が上位を占める。これらの成分を
軸に、各ブランドは「美白×○○」という新たな切
り口で提案を行っている。例えば、ポーラの「ホワ
イトショット フェイシャルセラム」は、「美白×真
皮」というアプローチにより、基底膜よりも深い真
皮層に落ち込んだメラニンに着目。従来の表皮ケア
だけではなくより深い層のケアの重要性を訴求して
いる。アルビオンの「セルフホワイトニングミッシ
ョン」では、「美白×角層」のコンセプトを打ち出
し、美白有効成分と角層ケアを組み合わせることで、

美白と他の機能を掛け合わせた
複合的なアプローチが増加
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　富士経済の国内市場調査によると、2025年の機能性化粧品市場は2023年比
7.4％増の２兆6230億円に達すると予測されている。機能性を重視する消費者
の商品選択が進むとともに、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う外出
機会の増加の影響もあり、顔だけでなく体や髪など全身の美容を意識する層が
拡大している。また、使用するアイテム数の増加に加え、物価高の中でも効果
を重視し、投資を惜しまない消費者が増えていることから、市場はさらなる成
長が見込まれている。
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　岩瀬コスファは、「アルブチン」と「AA2G」
（AA2Gはナガセヴィータの登録商標）を使用
したダブル美白成分主剤の前例を取得してい
る。２つの成分を使用することで、シミやくす
みの原因に多角的にアプローチし、より高い美
白効果を実現する。
　「アルブチン」はハイドロキノンの配糖体で
あり、メラニン合成の抑制、色素沈着の防止、
紫外線による皮膚ダメージの軽減といった作
用を持つ。水溶性が高く、さまざまな製剤に応
用できる点も特長である。
　「AA2G（医薬部外品名称：L-アスコルビン
酸 2-グルコシド）」は、ビタミンC誘導体であ
り、皮膚に塗布すると酵素の働きによってビタ
ミンＣとして作用する。これにより、メラニン合成
の抑制、黒色メラニンの淡色化、紫外線による細胞
ダメージの軽減、コラーゲン産生促進などの効果が
期待できる。また、水溶液中での安定性が高く、熱
や金属イオンの影響を受けにくいという特長を持つ。
　この２つの成分を組み合わせることで、メラニン
の生成を根本から抑制しつつ、既に沈着したメラニ
ンを還元・淡色化し高い美白効果を実現する。作用
機序として、「アルブチン」は競合阻害によりチロ
シナーゼの活性を低下させ、ドーパやドーパキノン

の生成を抑えることで黒色メラニンの合成を防ぐ。
一方、「AA2G」は、メラニン合成の中間物質であ
るドーパキノンをドーパに還元し、メラニン生成を
抑制するとともに、黒色メラニンを淡色メラニンへ
と変化させる。
　岩瀬コスファは、このダブル美白成分を配合した
応用製剤も提案する。同社は、新しい処方を開発す
る際、市場での売れ筋製品やトレンドを徹底的に分
析し、その情報を基に製剤を作成している。近年の
美白製品は、単なる美白効果だけでなく、角層や基
底膜へのアプローチ、ハリやくすみの改善など、複
数の肌悩みに対応する多機能性が求められる。また、
有効成分単体ではなく、異なる作用機序を持つ成分
を組み合わせたアプローチが増えている。さらに、
消費者は美白効果に加えて、肌の保湿やバリア機能
の強化も求めるようになっており、こうしたニーズ
に応える製品が注目を集めている。同社は、こうし
た市場動向を反映し、「美白＋肌ケア」のコンセプ
トを軸に製剤を開発した。
　提案している製剤の１つが、「アルブチン」と

「AA2G」の２つの有効成分を配合した医薬部外品

ダブルの美白成分でシミやくすみに多角的にアプローチ

岩瀬コスファ

「アルブチン」と「AA2G」の作用機序

「アルブチン」の構造
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対応の美白化粧水である。加えて、「カオーソフケ
アTP-SB-B」（チューベロース多糖体）を配合する
ことで肌バリア機能を強化し、外部刺激の抑制や炎
症物質の生成を抑える働きを持たせた。これにより
角化が正常化し、バリア機能が改善され、肌本来
の健康的な状態へと導く。また、「カオーソフケア
TP-SB-B」の配合により、塗布時の伸びやしっとり
とした膜感、保湿感が向上することも確認されてい
る。実際に、「カオーソフケアTP-SB-B」を配合し
ないコントロール品と比較した官能評価では、使用
感の違いが顕著に現れ、配合品のほうがより快適な
使用感を提供することが実証されている。このよう
に、美白と肌バリア機能の改善を両立させることで、
単なる「美白」ではなく、肌の健康維持やトータル
ケアを求める消費者ニーズに応える製品へと仕上げ
た。
　もう１つの製剤は、自然由来指数99％のブライト
ニングクリームである。このクリームにも「カオー
ソフケアTP-SB-B」を配合し、美白と肌のケアを両
立させた。近年のナチュラル志向を反映し、自然由

来成分を高配合している点も特長である。
　「医薬部外品の市場シェアは年々拡大しており、
現在では約50％を占めるまでに成長している。特に
美白カテゴリーにおいては、基本的な効果だけでな
くより幅広い肌悩みに対応する製品が求められるよ
うになり、消費者のニーズもこれまで以上に多様化
している。これに伴い、メーカー各社は高い効果を
発揮する処方の開発を進めており、単一成分の配合
にとどまらない新たなアプローチが求められてい
る。今回紹介した成分は、すでに前例を取得してお
り、医薬部外品としての高い有効性が認められてい
る点が特長だ。単一の有効成分ではなく、２つの美
白成分を組み合わせることで、シミやそばかすに対
して異なるメカニズムでアプローチし、より高い効
果を訴求することができる。今後はダブル主剤を使
用した美白製品の提案をさらに強化していく方針
だ」（同社）
　なお、「アルブチン」「AA2G」およびダブル美白
成分製剤の承認前例の詳細情報の開示には覚書が必
要となる。
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　日光ケミカルズは、色素沈着が起こるメカニズム
を基にブライトニング原料の提案を行っている。
　皮膚のバリア機能を担当する表皮細胞が、紫外線
の刺激によってメラニン生成の指令を出し、それを
受けた色素細胞がメラニンを生成している。本来、
メラニンは肌を紫外線から守る味方であるが、メラ
ニン産生過程に「指令の慢性化」「メラニンの過剰
産生」「過剰なメラニン輸送によるターンオーバー
の停滞」などによって色素沈着が引き起こされる。
同社はこれらに対応する原料を開発している。
　メラニン生成の指令は必要な時のみ発せられる
が、慢性的に指示が出続けるとシミの原因とな
る。その慢性化した指令を抑制する原料として、

「NIKKOL グリシン亜鉛コンプレックス」を提案す
る。同原料は、炎症性因子（PGE2、IL-1α、TNF
αなど）を阻害する効果を持つ。色素細胞と表皮細
胞の再構築表皮モデルへUVBを照射し黒化を誘導
する試験では、グリシン亜鉛を添加した状態でUV
照射を行ったところ、１％の配合で色素沈着の顕著
な抑制が確認された（図１）。また、ブライトニン
グ効果についても、UV照射時と比較して「NIKKOL 
グリシン亜鉛」配合時の方が肌の明度が高まり、メ
ラニン量も減少することが確認された。

　「メラニンの過剰産生」に対応する原料として、
メラニンを生成するチロシナーゼの働きを抑制する
役割を持つのが「NIKKOL VC-IPVS」である。表
皮細胞と色素細胞を共培養し、生体に近い反応を
再現した試験では、「NIKKOL VC-IPVS」の添加に
よりメラニン量の顕著な減少が確認され、メラニン
生成が阻害されることが証明された。色素細胞で生
成されたメラニンはメラノソームを通じて表皮細胞
に運ばれるが、この輸送は色素細胞のデンドライト
の伸長によって行われる。同原料は、デンドライト
の伸長を抑えることでメラニンの受け渡しを阻止
する。そしてヒト上腕内側部に紫外線を照射し、

「NIKKOL VC-IPVS」配合製剤とプラセボ製剤を３
週間塗布後、「NIKKOL VC-IPVS」配合製剤塗布部
位では、紫外線による色素沈着の抑制が認められた。
　さらに、「色素沈着部位に関わる、表皮細胞・色
素細胞・線維芽細胞における細胞間で生じるクロス
トークによる負のループ」に対する役割を持つの
が「NIKKOL VF-LINO V」である。同原料の処理
により、色素細胞から単離されたメラノソームが表
皮細胞への取り込みが阻害され、メラノソームの取
り込みによる表皮細胞の細胞増殖能が有意に回復す
ることが確認されている。さらに「NIKKOL VF-
LINO V」は、線維芽細胞による色素沈着の抑制作
用にも寄与することが示唆されている。線維芽細
胞が生成するDKK1などのメラニン調整因子は、バ

ランスの変化によって色素細胞に働きかけ
てメラニンの生成を抑制するが、そのうち

「DKK1」のレベルは老化により減少する。
老化した線維芽細胞に「NIKKOL VF-LINO 
V」を加えると、低下していた「DKK1」の
レベルが回復することが確認された。
　このように、同社はメカニズムに基づき
様々な原料を開発しており、コンセプトによ
って使い分けることを提案している。

多様なアプローチでブライトニング・サンケアに新提案

日光ケミカルズ

色素沈着のメカニズムに基づいて
各工程にアプローチする原料を提案

図 1「NIKKOLグリシン亜鉛コンプレックス」の色素沈着に対する抑制作用
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KOBOディスパテック社との協業で
分散剤不使用のカラーディスパーションを開発

　日光ケミカルズでは、KOBOディスパテック社と
の協業でサンケア原料の開発にも力を入れている。
　KOBOディスパテック社は国内唯一のディスパー
ション専業メーカーであり、サンスクリーンディス
パーションやカラーディスパーションの製造・販売

を行っている。
　この度、共同で開
発した「カラーディ
スパーション GCシ
リーズ・DMISシリ
ーズ」の提案を強化
している。GCシリ
ーズは天然由来の油
剤を使用しており、
しっとりとした感触
が 特 徴 だ。 一 方、
DMISシリーズはシ

リコーン油を使用し、さっぱりとした感触が特徴で
あるため、好みに応じて選ぶことができる。また、
どちらのシリーズも、「高い発色によるカバー力」「安
定した品質」「分散剤を使用せずに良好な分散性を
実現」の３つを特長としている。通常、サンスクリ
ーンを製造する際には分散剤を使用することが多い
が、分散剤は処方の安定性に影響を与えることがあ
る。しかし同シリーズは、KOBOディスパテック社
の高度な分散技術により、分散剤を使用せずとも優
れた分散性が確保されている。
　「高い発色によるカバー力」については、W/Oフ
ァンデーションを用いて比較試験を実施した（図
２）。ディスパーミキサーで分散したカラーディス
パーション、ロールミルで分散したカラーディスパ
ーション、GCシリーズのカラーディスパーション
を比較したところ、GCシリーズが最も全光線透過
率が低く、隠ぺい力が高いことが確認された。
　GCシリーズは医薬部外品への配合が可能であり、
中国市場への対応も可能なことから、多くの引き合
いを得ているという。図２ 隠ぺい力についての比較
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　一丸ファルコスは、肌の透明感に影響
している「肌濁り」に着目した機能性原
料「ジュニパーブライト〈セイヨウネズ
エキス〉」の提案を強化する。直近のジ
ュニパーブライトの研究成果として、ジ
ュニパーブライトの活性成分の特定に
成功し、活性成分「アントリシン」のプ
ロテアソーム活性化メカニズムを分子
レベルで解明することに成功した。世界
初の研究成果として、日本薬学会での発表も予定し
ている。
　透明感のある肌は、入射光がよく戻ってくる肌（内
部反射光の量が多い肌）で、表皮層が明るい肌とさ
れている。しかし、加齢により表皮層が暗くなり、
肌が暗くくすんでみえてしまう。明るさが不均一な
肌は、シミのように見えることもある。同社は、肌
が暗くくすんで見えたり、シミのように見えたりし
まう原因物質として、表皮細胞内の濁りである「リ
ポフスチン」に着目し、研究を進めた。
　肌の濁りにつながる老化色素・リポフスチンは、
細胞内の酸化／変性タンパク質と過酸化脂質などが
凝集することで形成・蓄積される老化色素で、表皮
細胞に蓄積すると表皮の光の透過を遮り、肌の濁り
につながる。
　リポフスチン形成の原因となる酸化／変性タンパ
ク質は、細胞内でタンパク質を管理する細胞内浄化
システム「プロテアソーム」により分解・浄化され
る。プロテアソームを活性化することは、リポフス
チンの形成・蓄積を抑制し、肌の濁りを防ぐ効果が
期待できる。また、形成されてしまったリポフスチ
ンは、「オートファジー」により分解・除去される
性質を持ち、リポフスチンの蓄積を防ぐことができ
る。
　つまり、リポフスチンの蓄積を予防するには、リ
ポフスチンの形成を防ぐか、できてしまったリポフ

スチンを除去するかの２つの方法があり、リポフス
チンの形成予防にはプロテアソームの活性を、形成
されたリポフスチンの分解除去はオートファジーの
活性を上げればよいとされている。
　ただし、プロテアソームとオートファジーの活性
はどちらも、加齢やUVにともない活性が低下する
ことが知られている。
　そこで同社は、プロテアソームとオートファジー
の両方を活性化する成分の探索を進め、約380種類
の天然由来原料の中から、セイヨウネズ果実（ジュ
ニパーベリー）から抽出したジュニパーベリーエキ
ス（セイヨウネズエキス）を見出し、細胞内の濁り
を減らし、清浄化することを発見した。「ジュニパ
ーブライト」は、リポフスチンの蓄積を抑制し、メ
ラニン色素の量をコントロールするだけではできな
い、肌の濁りの改善が期待できる。
　１％ジュニパーブライトを添加したヒト成人由来
表皮細胞を用いて、細胞のプロテアソーム活性を確
認したところ、ジュニパーブライト添加して２時間
後、プロテアソームは添加前に比べて180％活性化
し、その後も濃度依存的にプロテアソーム活性が見
られた。また、オートファジー活性は、添加して８
時間後に115％活性し、その後も濃度依存的にオー
トファジーの活性が認められた（図１）。
　表皮細胞のリポフスチン量を測定した試験では、
0.5％ジュニパーブライトの添加により、リポフス

「肌濁り」の２大要因を解消して透明感ケア

一丸ファルコス

図１ 「ジュニパーブライト」のプロテアソーム活性およびオートファジー活性作用



43Ｃ＆Ｔ　2025－4

美白＆サンケア原料

チン量が60％減少し、リポフスチンの蓄積を抑制す
る効果が確認された。
　ジュニパーブライトの活性成分「アントリシン」
のプロテアソーム活性化作用試験では、添加後30分
でプロテアソームが活性化しはじめ、類似の活性成
分（ヤテイン）に比べ、強い活性を示すことを確認
した（図２）。アントリシンとヤテインは構造にわ
ずかな違いがあり、アントリシンは構造がしっかり
固定されているため、プロテアソームの活性を強く
早く促進すると考えられる。
　また、新たな研究成果として、「将来たるみ」に

着目した機能性原料
「ヒアルガード〈カ
ワラヨモギエキス〉」
から、真皮ヒアルロ
ン酸の分解・低分子
化を防いで、たるみ・
シワ発生を予防・改
善する活性成分とし
て「カワラヨモギン」
を発見した（図３）。
これまで、ヒアルガ
ード添加により加齢
によるたるみ・シワを予防することは確認されてい
たが、カワラヨモギエキスに含まれる有効成分の特
定により、将来たるみを予防する機能性原料として
の価値向上を図っていく。
　ヒアルガードは、2月に中国・広州で開催された
展示会PCHi2025のFountain Award保湿部門にて金
賞を受賞したことを受け、国内外への販促に弾みを
つける。

図２ 「アントリシン」のプロテアソーム活性作用

図３ ヒアルガードの新規活性成分
「カワラヨギモン」
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アミノ酸系原料でＵＶ対策、採用製品に広がり

味の素

　味の素は、アミノ酸研究から開発したアミノ酸
系原料に、紫外線防御機能をブーストする機能を
見出し、日やけ止め製品を中心に高機能・多機能
な化粧品の処方設計・開発をサポートしている。
地球温暖化の影響でサンケア市場への注目が集
まる中、同社は「通年で使用できるUVケア製品」
の需要に着目し、研究開発・提案を強化していく
考えだ。アミノ酸系原料の研究開発では、SPFブ
ースト効果に加え、スキンケア効果やメークアッ
プ効果の向上、感触の改良・改善、環境への負荷
軽減などの機能的な優位性を見出しており、UVケ
ア対応アミノ酸系原料のバリエーションが広がって
いる。
　高極性アミノ酸系エモリエント剤「ELDEW SL-
205」（エルデュウSL-205）は、その代表的なアミノ
酸系原料の１つだ。「ELDEW SL-205」は、従来の
油剤では溶解が困難だった有機系紫外線吸収剤、
薬剤を円滑に溶解することができるアミノ酸由来
のエステル油である。紫外線吸収剤（t-ブチルメト
キシジベンゾイルメタン／オキシベンゾン-3）の溶
解量について、「ELDEW SL-205」と各種油剤（ト
リカプリリン（TC）／トリ（カプリル・カプリン

酸）グリセリド（CT）／ミリスチン酸イソプロピ
ル（IPM）／流動パラフィン（LP））を用いて比較
したところ、ELDEW SL-205は、他の油剤に比べ
て有意な溶解性を示した（図１）。比較試験では、
各油剤に紫外線吸収剤を80 ～ 90℃で溶解させ、25
℃に冷却し、紫外線吸収剤の溶解量を測定した。
　また、パウダー原料の分散性を向上させるはたら
きがあり、酸化チタンや酸化亜鉛など分散に課題の
ある紫外線散乱剤を主体としたノンケミカル処方に
おいても、高い分散性を発揮し、SPF値を向上させ
ることが確認されている（図２）。加えて、「ELDEW 
SL-205」の感触は、ベタつきが少なくさらっとして
いるのが特徴で、高配合することにより塗布時の伸
びがよくなり、きしみ感など感触に課題のある微粒
子酸化物の分散を向上するため、ノンケミカルなサ
ンケア処方設計の自由度を広げるエモリエント剤と
しても提案を進めていく。
　 次 に 紹 介 す る「PRODEW 700」（ プ ロ デ ュ ウ 
700）は、日やけ止め製品の高機能化に加え、ベー
スメークの多機能化を実現するアミノ酸系湿潤剤と
して採用実績を伸ばしている。
　「PRODEW 700」は、配合されているアミノ酸系
素材により整肌・保湿・皮脂抑制によるスキンケア
効果をもたらす働きがある。また、化粧膜の密着感
や水系での顔料分散性を向上させるメークアップ効
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果も確認されており、ベースメークの多機能化を実
現する。研究ではサンケア処方への配合でSPF値を
向上するSPFブースト効果も確認している。
　図３は、「PRODEW 700」配合によるスキンケア
効果を調べた結果である。「PRODEW 700」を配合
したBBクリームを１日１回４週間、連用塗布した
ところ、コントロール（「PRODEW 700」未配合
BBクリーム）に比べ、角質水分量が向上し、肌の
きめが細かくなることが確認された。
　そのほか、スティックタイプの日やけ止め製品で
採用が増えているゲル化剤「GP-1 ／ EB-21」の提
案を強化する。「GP-1 ／ EB-21」は、「粘度付与」「透
明ゲル」「高ゲル強度」の大きく３つの特徴を持つ
ゲル化剤で、直塗り・スティックタイプのデオドラ
ント剤や透明リップなどに多数採用されてきた。
　スティックタイプの日やけ止めは、手を汚さずに
メークの上からも塗れて外出先でも使いやすい手軽
さ・簡便さが生活者に支持されており、ラインナッ
プに加えるUVケアブランドが増えてきている。同
社は、ダイバーシティやインクルージョンの考えか

らも「多様な肌の色に使用できるサンケア製品とし
て透明なスティックタイプの開発需要が高まってい
るのではないか」との見解を示している。
　また、マイクロプラスチックビーズの代替原料と
して採用されているアミノ酸系感触改良パウダー

「AMIHOPE SB-101」も、紫外線吸収剤や紫外線散
乱剤のSPF値を上げる効果を見出し、「感触改良」
と「SPFブースト効果」を両立した環境にやさしい
アミノ酸系パウダーとして紹介を進めていく。
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　コウジ酸も、メラノサイトによって合成された色
素沈着を低減する効果が確認されており、ブライト
ニング効果を持つ成分の１つとして知られている
が、培地における毒性効果も有していることから、
培養物中のタンパク質量を低減するなど、他の細胞
に悪影響をもたらしてしまう側面もある。
　Melavoidは、コウジ酸と同等のブライトニング
効果を持つだけでなく、コウジ酸では減少していた
タンパク質量が低減しなかったことが明らかになっ
ている。
　コウジ酸も使用して行ったIn vitro試験では、
Melavoidはメラノサイトの樹状突起の数を低減さ
せた。これにより表皮ケラチノサイトへのメラニン
の移動量の低減や、表皮における色素の蓄積の抑制
効果があることが分かった。
　アジア人女性を対象に行われたin vivo試験では、
Melavoidが配合された溶液とプラセボをそれぞれ
半顔に塗布し、56日間使用しての変化を調べた。評
価にあたっては、４㎜以上の大きさのシミがあるエ
リアとシミのないエリアそれぞれで調査を行ったと
ころ、シミのある皮膚の部分で平均５％のITA°パラ
メータ増加が見られた。シミの無いところでも28%
の増加が見られたことから、シミの無いところにも
ブライトニング効果をもたらすことが確認された。
　皮膚表面のシミ、日光黒子、肝斑の３種類のシミ
それぞれへの効果も確認したところ、いずれのシミ
に対しても数の減少や薄くなる変化が見られたこと
から、さまざまな要因のシミに対して改善効果があ
ることが分かっている。
　推奨用途としては、肝斑をターゲットとした高趣
味商品や色素沈着のボディトリートメント、高趣味
のハンドトリートメント等幅広い用途で推奨してい
る。国内でも多くの採用実績があるが、現在はスキ
ンケアでの採用が中心となっているという。
　一方、Aiglon社の「Naturelyn DP 60」は、安定

　木村産業では、欧州のサステナビリティやSDGs
のトレンドを踏まえた化粧品原料を提案している。
　Provital社に長年ある原料の１つ「Melavoid」は、
総合的なブライトニング効果を有している。
　MelavoidはPPARγへの結合による２つの作用に
基づいたコンセプトとして、予防と改善の２本柱と
して採用している。メラニンの合成の初期段階で作
用する予防効果と、肌のトーンを均一化し、シミの
数の低減やシミを薄くする改善効果を通して、あら
ゆるタイプのシミを軽減し、肌のトーンの均一化に
導く。
　PPARγとは、メラノサイトやさまざまな細胞の
遺伝子発現を調整する受容体のことを指す。色素沈
着の原因となるマイクロフタルミア関連転写因子

（MITF）の調節遺伝子等、特定の主要なメラニン
形成調節因子に作用するため、メラニン形成調節因
子ではなくMelavoidの成分とPPARγを結合させる
ことで、チロシナーゼの発現を調節し、メラニンの
生成を抑制させる。PPARγと結合する成分として、
ナカハノコソという植物の根から抽出する活性成分

「ボエラミノン」を採用している。
　In vitro試験では、Melavoidを配合した溶液で
NHEM（正常ヒト皮膚メラノサイト）を培養し、
さまざまな試験を行った。
　PPARγとの結合親和性については、もともと
PPARγと結合していた蛍光性リガンドと入れ替わ
ってMelavoidの成分が結合したことから、良好な
結合親和性が確認された。
　チロシナーゼの発現の測定では、試験終了後、
Melavoidを配合した溶液が配合していない溶液と
比較してチロシナーゼ酵素の形成を63％も抑制する
ことが確認され、メラニンの生成抑制効果が大きく
現れる結果となった。
　メラニン合成の評価の測定にあたっては、コウジ
酸との比較試験も行われた。

高機能な天然由来原料を提案

木村産業
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性に優れた100％天然由来のオイル増粘剤で、少量
の配合量で増粘効果を得ることができる。透明処方
に使用することができるほか、エマルジョンに配合
することで質感の改善や安定性の向上も期待される。
　国内では化粧品の製造時に100度以上で処理する
ことが多いが、欧州では環境配慮の観点から、化粧
品や化粧品原料の製造時に熱を一切使わない、もし
くは、できる限り低温で処理する製造方法が好まし
くなってきている。Naturelyn DP 60も、100％天
然由来であるだけでなく、製造時に必要な温度が約
60 ～ 75度と比較的低温での使用が可能な顆粒タイ
プとなっているため、環境に配慮されつつも扱いや
すい増粘剤になっているといえる。
　In vitro試験により耐水性やSPFのブースト効果
の特徴も確認されており、後者については比較試験
が行われている。紫外線吸収剤を使用したサンクリ
ームについて、Naturelyn DP 60を配合していない
処方のものをプラセボとして比較したところ、約60
％の優位性があることが確認された（グラフ参照）。
　主な用途としては日やけ止め、スキンケア、カラ

ーコスメ、ヘアケアの商品に使用することができる。
特に日やけ止めに使用することで、増粘剤としての
役割だけでなくSPFのブースト効果や耐水性を付与
することができる。ヴィーガン認証をはじめとした
さまざまな法令にも準拠しており、NMPAも登録
済みのため、中国向けの製品にも配合できる。
　Naturelyn DP 60は上市が昨年４月だったことも
あり、国内での提案はこれから強化する段階にある。
今年５月に開催される「CITE JAPAN 2025」でも
紹介を予定しているという。
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目もとのトータルケアを叶える機能性原料を提案

池田物産

果的に抑制した。また、活性化酵素（HMOX-1）の
遺伝子トランスクリプトーム発現が増加し、色素沈
着の主な原因であるヘモグロビンの分解を促進して
蓄積を抑えることが確認された。
　in vivoでは、34 ～ 56歳の女性30人を対象に、ア
イグロリアス２％配合クリームを１カ月（１日２回）
塗布し、プラセボと比較した。その結果、画像解析
でアイグロリアス配合クリームでは肌の明度が増加
し、皮膚の黄色成分と色素沈着度が減少したことで
肌の明るさで有意差が認められた（図１）。
　シテノールＡは、オランダビユ（バブチの種子）
から抽出した高純度のバクチオールを含むエキス
で、レチノールと同様にシワや光老化、色素沈着を

効果的に軽減する。実際に臨床試験では、シ
ワや赤み、ニキビを改善したほか、肌トーン
の均一化といった様々な効能が確認されて
いる（図２）。
　「レチノールと同様のアンチエイジング効
果がありながらも皮膚刺激などの副作用が
低く、安全性が高いうえ光安定性や過水分
解性の問題がないため、配合が非常に容易
だ。このほど、バクチオールとしては初めて
NMPAに登録され、中国への輸出を検討さ
れる企業に提案を強化していきたい」（同社）

　化粧品・食品の原料や香料、美容健康食品の
輸出入事業を展開する池田物産では、グローバ
ルで注目が高まっている「アイケア」のトレン
ドを踏まえ、紫外線や加齢などによる影響から
引き起こされるクマをはじめ、シワやアイバッ
ク、たるみにアプローチし、目もとのトータル
ケアを叶える機能性原料の提案に注力している。
　今回は、同社が取り扱う多数の輸入原料の中
から、フランス・ガテフォッセ社のアップサイ
クル原料「EYEGLORIUS（アイグロリアス）」
と、アメリカ・シセオン社の「SYTENOL A（シ
テノールＡ）」のアイケア原料を紹介する。
　アイグロリアスは、落葉低木のスナジグミからア
ップサイクルした油溶性（親油性）の有効成分で、
安定性と耐熱性が高いため取り扱いが容易であるほ
か、スキンケアからメークアップまで幅広い処方に
応用が可能だ。
　同原料は、組織に埋め込まれた小さな血管を通る
血流「微小循環」に着目して開発され、微小循環の
機能を回復して血液の漏れを抑制することで、クマ
とアイバックを改善するという。
　in vitroでは、アイグロリアスを0.025％配合する
ことにより、白血球の接着分子（VCAM-1）の発現
が減少し、内皮細胞の膜に付着する白血球の数を効

 図２

図１
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　「実際にセラフラを表皮角化細胞に添加すると、
C28以上の超長鎖脂肪酸を作り出す酵素である遺伝
子（ELOVL4）の発現が促進されることが確認され
た。セラフラはセラミドを肌に補給するだけでなく、
ELOVL4を活性化することで肌自身が肌の長周期ラ
メラ構造を構築する上で重要とされ、強固なバリア
機能を構築するアシルセラミドの産生を促進し、セ
ラミドの補給と産生の両面で肌を乾燥ストレスから
守ることが期待される」（同社）
　臨床試験では、セラフラ配合乳液を肌に塗布して
キメ改善効果を評価し、マイクロスコープによる画
像解析を行った。その結果、塗布前と比較すると顕
著なキメ改善効果が見られ、１週後の皮丘総数は
1.4倍まで増加し、面積標準偏差で示されるキメの
均一性も顕著に改善された。
　「臨床試験ではこのほか、セラフラ配合乳液を１
週間連用することでターンオーバーが促進され、蓄
積されたメラニンの排出を促すことによってシミが
有意に改善された。紫外線由来の乾燥とシミの根本
的な改善には、抗酸化やメラニンの生成抑制に加え、
バリア機能の向上が欠かせない。セラフラを配合す
ることで、紫外線由来の乾燥とシミの両方で有意な
効果を発揮する高性能なスキンケアの開発が期待さ
れる」（同社）

　「１人でも多くの女性に正しい綺麗を」をビジ
ョンに高性能なスキンケアの開発とOEM製造を
行うサティス製薬では、全国の生産者をめぐり、
日本各地の天然素材を活かして化粧品原料を開
発する「ふるさと元気プロジェクト」を2010年に
発足した。以来、肌悩みに対してナンバー１かつ
オンリー１の有効性を発揮する素材を日本全国
から妥協なく探し求め、これまでに開発したスキ
ンケア原料は100種類以上にのぼる。
　同社ではこのほど、UV刺激による乾燥とシミ
の発生を防ぐ新たな原料として、四万十ぶしゅか
んの搾汁残渣を活用し、有効成分「ヒト型セラミド
×抗酸化フラボノイド」を抽出・濃縮したクリーン
ビューティー原料「Cera･Fla（セラフラ）」を開発
した。
　四万十ぶしゅかんは、日本全国でも日照時間が
トップクラスで肥沃な土地として知られる高知県
四万十川流域のみで育つとされる伝統の青みかん
で、100年もの間、実をつけ続けるという高い生命
力が特徴的だ。
　同社ではこの四万十ぶしゅかんに着目し、国内の
著名な柑橘果皮と比較分析したところ、抗酸化性や
抗炎症性に優れる成分「フラバノン」の含有量が柑
橘類でトップレベルであることを発見した。また、
同社の独自製法を組み合わせることにより、浸透性
に優れるアグリコン型のフラバノン（ナリンゲニン
とヘスペレチン）を高含有するエキスの製造に成功
し、肌深部へ高い浸透率を発揮することでアグリコ
ン型のフラバノンがメラノサイトに働きかけ、シミ
抑制への効果が期待できるという。
　さらに、四万十ぶしゅかん果皮に含まれる植物ヒ
ト型セラミドの分析を独自に進めた結果、脂肪酸鎖
長がC24のセラミドAPを主成分とするC26 ～ C28ま
での極長鎖ヒト型セラミドの含有量が他の柑橘類と
比較して多いことも明らかとなった。

紫外線による乾燥とシミを防ぐ新原料を提案

サティス製薬
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　山川貿易は、欧州系化粧品原料の発掘・調達に強
みを持ち、付加価値の高い化粧品原料を多数紹介し
ている。同社は創業者がプラセンタエキス配合の化
粧品に注目していたこともあり、創業初期からプラ
センタエキスを取り扱っていた。現在も代表的なプ
ラセンタエキスとして「ビオカタライザープラセン
タ」を提案し続けている。プラセンタエキスは比較
的コストを抑えつつ、医薬部外品の資材として使用
することができるため、主力原料の１つとして現在
でも新規での問い合わせが入っているという。
　「チトカタライザー」はサッカロミセスセレビシ
エと呼ばれるパン酵母から抽出して作られる酵母エ
キスで、1986年から取り扱っている。
　一般的な酵母エキスは、酵母に加熱等の処理をす
ることで死滅した酵母を自己消化させ、分解した酵
母からエキスを抽出する自己消化型で抽出される
が、酵母の変質や色の褐変等が発生してしまう。し
かし、チトカタライザーは独自の抽出方法により、
短時間かつ透明な状態で採取でき、核酸やアミノ酸
等の栄養もバランスよく配合されている。
　主な効果としては、角質水分量の増加と経皮水分
蒸散量の抑制による保湿機能およびバリア機能の回
復効果や、Ⅰ型コラーゲン量の増加が確認されてい
る。
　UVB耐性を測る試験では、UVBによる細胞のダ
メージを軽減することが確認された（図参照）。メ
ラニン産生の抑制や、皮脂抑制効果も有している。
　髪に塗布する試験も行っており、アミノ酸プレミ
ックスと比較してリーブオン時には同等のツヤ感が
得られ、保湿やまとまり感はアミノ酸プレミックス
よりも良い結果が得られた。リンスオフ時にも乾燥
後のしっとり感や柔らかな感触が確認されているこ
とから、ヘアケアでの展開も可能となっている。
　チトカタライザーも長年ある定番原料のため多く
の採用実績があり、皮膚での臨床経験も多くあるこ

とから、現在も引き合いが多くなっている。
　Vytrus社 の「LUMINIA GRANATUM」 は、 ザ
クロの幹細胞由来の原料で、ザクロに含有されてい
る主な抗酸化物質であるエラグ酸やポリフェノール
が特徴的に含まれている。ブライトニングをコンセ
プトとしており、色素沈着のメカニズムの中でも、
メラニン合成に関わるMITF（小眼球症関連転写因
子）にアプローチにする。
　in vitroのMITF発現の抑制試験では、ヒト表皮
前駆細胞とヒトメラニン細胞を24時間培養した後、
太陽光シミュレーターランプを用いて照射し、コウ
ジ酸とLUMINIA GRANATUMをそれぞれ添加し
てMITFをELISA法で定量したところ、LUMINIA 
GRANATUMは未処置と比較して太陽光照射後の
MITFを43％抑制した。その他のin vitro試験を通
して、酸化ストレスの減少やメラニン合成の抑制効
果も確認されている。
　 さ ら に、40 ～ 70歳 ま で を 対 象 に、LUMINIA 
GRANATUMの配合濃度が異なるクリームを１日
２回、12週間塗布する臨床試験も行った。いずれの
クリームでも皮膚のトーンや明るさの改善効果が見
られたほか、全ての被験者で色素沈着が薄くなった
ことが確認された。シワについても80％の被験者で
シワの軽減が確認され、皮膚の滑らかさにも改善効
果が見られた。

長年取り扱っている定番原料に再注目

山川貿易


